
 

 

第４章 大阪国際空港を活かしたまちづくり 
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空港を活かしたまちづくり  

大阪国際空港は市街地に立地していることから、周辺地域に航空機騒音などによる被害が 

生じてきた。市では長年、これらの騒音を軽減・緩和するため、国や大阪府などとともに様々な

空港周辺対策や安全対策を行ってきた。 

一方で、空港は地域の重要な社会資源でもあり、航空機技術等の発達により低騒音の機材

が登場するなど一定の対策が進む近年では、これらのバランスが大切で、空港と共存し、空港

の機能を地域の活性化に結びつけることも大切である。こうしたことから、市では空港周辺対策

に十分配慮したうえで、空港を最大限に活用し、その利益を市民に還元していくため、平成２２ 

年度から「大阪国際空港を活かしたまちづくり」を新たに基本政策に位置づけ、取組みを進めて

いる。 

 

１．空港周辺地域の整備・利活用 

（１）緑地整備事業 

①緑地造成事業 【昭和４９年３月 事業開始】 

航空機騒音と排ガスの緩和等を目的に、移転補償制度により取得した第３種区域を中心と

した移転跡地等を緑化する事業。平成２４年７月から新関西国際空港株式会社、平成２８年４

月から関西エアポート株式会社が承継している。 

○事業の実績（令和８年３月末）緩衝緑地造成・造成植栽・・・１３８，５０５㎡ 

 

②大阪国際空港周辺緑地事業 

空港隣接地域及び航空機航路直下の一定地域の騒音激甚地区において、周辺地域と空

港が調和する抜本的な周辺整備を促進するため、都市計画緑地を整備。 

○緩衝緑地のⅠ期 【平成１４年４月１１日 事業承認・認可】は、平成２３年度末に一部を除き

完了し、Ⅱ期の事業化は未定。 

○利用緑地 【昭和６３年１月１３日 事業承認・認可】は、平成２５年度末に一部を除き完了し、

豊中市が管理している。 

（資料№６ 大阪国際空港周辺緑地事業） 

（資料№７-１ 大阪国際空港周辺緑地事業位置図） 

（資料№７-２ 緩衝緑地区域図（Ⅰ・Ⅱ期）） 

（資料№７-３ 利用緑地（ふれあい緑地）概略図） 

 

（２）大阪国際空港周辺地域整備事業 

国・大阪府・大阪国際空港周辺整備機構・豊中市により、大阪府・兵庫県により昭和４９年に

策定された「大阪国際空港周辺整備計画」の実施計画として昭和６３年１２月に「大阪国際空港

周辺地区整備計画（案）」を策定した。同計画（案）に基づき、移転補償跡地を有効活用しながら

緑地・公園・防火水槽・細街路等の施設整備を進めてきたが、この間の社会情勢の変化や法制

度の変更、航空機騒音の状況変化等があることから、同計画（案）を見直し、令和３年度に「大阪

国際空港周辺地域整備構想」を策定した。同構想に基づき、重点事業として、原田緑地の整備

や走井地区内緩衝緑地の利活用などを行う。 

（資料№８ 大阪国際空港周辺地域整備事業） 

 

①原田緑地整備・管理運営事業 【令和５年１２月 事業開始】 

千里川土手は、「飛行機撮影の聖地」とも言われており、世界最大級の旅行プラットフォー
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ム「トリップアドバイザー」で「エクセレンス認証」を受け、全国から人が集まる本市の貴重な観

光資源である一方、トイレ等が未整備、駐車場が不足しているなど観光スポットとしての環境

が整っていない状況となっている。また、大阪国際空港に千里川土手を挟んで隣接する広さ

約６ヘクタールの区域（原田緑地）は、大阪国際空港周辺緑地事業の緩衝緑地Ⅱ期事業の計

画地となっている。こうしたことから、水とみどりと空を一体的に体感できる緩衝緑地として、航

空機運航の安全を前提に、騒音対策の機能を維持したまま整備することとした。 

令和６年度に工事に着手するとともに、クラウドファンディングを開始し、公募により愛称「豊中

つばさ公園『ma-zika』」を選定した。 

令和７年８月に管理事務所（屋根付展望広場）、駐車場・駐輪場、トイレなど一部開園。 

令和９年３月に全面開園する予定。 

・整備予定の施設 

展望・芝生広場（BANK）、マルシェ広場（屋根付広場）、イベント広場、遊具広場、ドッグラン、

飲食施設、バーベキュー広場、観察の森（万博レガシーの森）、自然の森、体験農園、駐車

場・駐輪場、トイレ、バスケットボール３×３コート、マルチ広場、空港の歴史案内、航空機情

報案内、自動販売機等 

 

②千里川土手原田地区かわまちづくり【令和６年８月 事業開始】 

原田緑地と一体的に整備する千里川土手原田地区において、飛行機を鑑賞しながらみどり

や河川に親しむことができる環境を創出するため、豊中市、関西エアポート株式会社、大阪府

で構成する「千里川土手原田地区かわまちづくり推進協議会」で整備・管理運営を行うこととし

た。 

右岸（階段護岸（裏法）、遊歩道）については、令和７年８月に供用を開始。 

・整備予定（左岸）の施設（令和７年～令和１１年） 

   芝生広場（河川敷）、階段・スロープ・親水護岸（左岸親水空間）、遊歩道等 

 

③走井地区内緩衝緑地利活用【平成３０年１０月 事業開始】 

走井地区内緩衝緑地（走井２丁目１１番、１２番地内）において、地元団体と連携し、花畑な

どを整備するとともに、春にはネモフィラなど、秋にはコスモスなどを鑑賞できる年に２回のイ

ベント（空と緑のミュージアム）を開催している。 

      また、令和８年３月に市の防災倉庫を設置し、令和８年度には災害時に活用できる大型トイレト

ラックを配備する予定。 

 

④再開発整備事業 【昭和４９年度 事業開始】 

第１種区域内で航空機騒音により、機能が害されることが少ない工場・倉庫等を計画的に

配置するため、用地の取得、造成、管理を行っている。平成２４年７月から新関西国際空港株

式会社、平成２８年４月から関西エアポート株式会社が承継している。 

 

◯事業の実績（令和８年３月末）再開発整備 

・取得等・・・２４，１２９㎡（譲渡済２３，５９４㎡） 

・保有面積・・・５３６㎡ 

・施設貸付型事業･･･１，９０６㎡（駐車場 3 ヶ所）、２，１２５㎡(倉庫・事務所 1 ヶ所) 

 

⑤移転補償跡地の売却促進等に資する基盤施設整備事業 【平成２７年度 事業開始】 

大阪国際空港周辺場外用地の取扱いに関する覚書に基づき、移転補償跡地を取得して、

移転補償跡地の売却促進又は価値向上に資すると認められる公園、緑道等の基盤施設を整
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備することについて、新関西国際空港株式会社が助成を行っている。 

 

（３）移転補償跡地の有効活用  

〇背景 

大阪国際空港周辺地域においては、昭和４２年に制定された「航空機騒音防止法」に基づき、

昭和４５年度に始まった移転補償事業により、蚕食状態の移転補償跡地が点在する結果となっ

た。その後、数次にわたる騒音指定区域の縮小が行われ、国の行政目的に直接供せられない

普通財産（未利用地）が生じて、現在も市域内に数多く点在している。これらの移転補償跡地は、

まち全体のバランスの取れた発展を図る上での大きな阻害要因となっている。 

このことから、移転補償跡地の有効活用を進めるため、市は地域再生計画を策定することとし

た。 

 

〇地域再生計画（「まちづくり」と「産業再生」計画） 

平成１８年７月３日に内閣府から市で作成した地域再生計画の認定を受けた（後に、平成２０

年１１月１１日、平成２１年３月２７日に地域雇用創造推進事業の追加・修正のため、変更認定を

受けた）。同計画は、令和２年度をもって計画期間が終了し、令和３年度に計画の目標達成度等

の評価を行った。 

同計画に基づき設置された、航空局や大阪航空局、近畿地方整備局、近畿財務局、大阪府

等から成る「特定地域プロジェクトチーム」による検討が進められ、移転補償跡地の処分方法と

して、大阪航空局が「分譲型（処分型）土地信託」を導入することとなった。 

 なお、この土地信託は平成２１年２月１６日から５年間行われる予定であったが、この間に大阪 

国際空港と関西国際空港の経営統合が実現し、移転補償跡地が新関西国際空港株式会社に 

現物出資されることになったことから、同事業は平成２４年３月３１日に終了した。 

 

 

 

 

 

 

 
分譲型（処分型）土地信託事業概要 

① 信託対象土地及び面積 ：１８９件  １０５，１５７．３５㎡（約１０．５ha） 

② 信託期間          ：平成２１年２月１６日～平成２４年３月３１日    

③ 信託会社          ：みずほ信託銀行株式会社 

 

〇場外用地(移転補償跡地)等の取扱いに関する新関西国際空港株式会社との協力関係 

大阪国際空港の運営が国から新関西国際空港株式会社に移管されたことで、移転補償跡地 

についても、従来の国の管理下よりも柔軟な土地利用を行うことが可能な環境となった。 

   こうした大きな環境変化の中で、豊中市と新関西国際空港株式会社は、移転補償跡地の有効

活用等による大阪国際空港を活かしたまちづくりや空港周辺地域の産業再生について両者が

協働し、空港と周辺地域の一層の活性化を図っていくことが、極めて重要な課題であるとの認識

を共有し、新関西国際空港株式会社設立後から検討・協議を進め、平成２４年１１月に両者の間

地域再生制度と地域再生計画 

 地域再生制度とは、地域再生法に基づき、地域経済の活性化、地域における雇用機会の創

出その他の地域の活力の再生を総合的かつ効果的に推進するため、地域が行う自立的な取

組みを国が支援するもの。 

 地方公共団体は、地域再生計画を作成し、内閣総理大臣の認定を受けることで、当該地域再

生計画に記載した事業の実施に当たり、財政、金融等の支援措置を活用することができる。 
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で基本合意及びこれに基づく覚書 (『大阪国際空港場外用地(豊中市域)の取扱いに関する覚

書』)を締結した。 

 

移転補償跡地売却等実績 
   

（令和 8 年 3 月末現在） 
 

区分 利用種別 物件数 面積（㎡） 

国売却分 

（みずほ信託銀行株式会社によ

る分譲型土地信託事業） 

【平成 21年 2月 16日～平成 24年3月 31日】 

売却済 住居系 116 34,279.94 

事業系 9 8,473.48 

合計 125 42,753.42 

市買取り分 1 3,420.98 

未売却 住居系 39 10,332.78 

事業系 27 48,650.17 

合計 66 58,982.95 

新関西国際空港株式会社 

売却分 
【平成 24 年 7月 1日～令和 8年 3月 31 日】 

売却済 住居系 42 28,924.49 

事業系 20 28,709.49 

合計 62 57,633.98 

市買取り分 18 12,441.17 

未売却 - 56 13,943.40 

合計 売却済 住居系 158 63,204.43 

事業系 29 37,182.97 

合計 187 100,387.40 

市買取り分 19 15,862.15 

未売却 - 56 13,943.40 

貸付 - 44 - 

未貸付 - 4 - 

さらに、空港周辺地域の企業立地を促進するため、具体的な方策の検討・協議を進めた結果、今 

 後、一部の場外用地(１７か所）について、産業利用を優先した売却方法（特定業態先行入札方式）  

 を実施することとした覚書を平成２５年５月に締結した。 

 このうち、原田南２丁目のテニスコート及び原田中１丁目９４番３については、市が買い取ることと

なったため、現在は１５か所を対象にこの覚書を運用している。 

 

移転補償跡地 産業利用優先用地 利活用状況                     （令和 8 年 3 月末現在） 

 対象件数 
利活用

件数 

未利用

件数 
備 考 

売却対象 

用地 
12 10 2 

・売却済 10 件はすべて製造業・卸業等の事業所が立地 

貸付対象 

用地 
3 3 0 

・都市計画緑地内の用地は売却せず貸付 

・貸付済 3 件のうち 2 件は事業所が賃貸借し、1 件は市民活 

 動団体が農体験の活動場所として暫定使用中 

合計 15 13 2  
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２．空港周辺地域の活性化 
（１）大阪国際空港周辺地域活性化連絡会 

大阪国際空港周辺の７市（池田・伊丹・川西・吹田・宝塚・豊中・箕面）、大阪府、兵庫県、大阪

航空局で構成されており、大阪国際空港及び周辺地域の活性化について協議し、その実現に

向けて取り組むことを目的としている。 

 平成１１年に発足以来、空港見学ツアーの開催や空港でのイベントへの協力などの活動を続

けている。 

○令和７年度の取組み 

事業 実施日 開始年度 内容 

空楽フェスタ 2025 5/17 平成２０年度 

マチカネくんの出演、ブース出展等による事

業協力※悪天候のため大幅に縮小して実施 

主催：関西エアポート株式会社 

空港こども見学ツアー 
12/13、

20、21 
平成１７年度 

空港関連施設の見学ツアーを実施 

対象：構成７市に在住の小学 3 年生～中学 3

年生とその保護者（※保護者同伴は小学生

のみ）、合計 179 人 

内容： 

①全日本空輸(ANA)格納庫地区内での格納

庫見学、空港で働く車両の展示、運航便の

お見送り、空港のお仕事教室、折り紙飛行

機の製作と飛行大会（12/13） 

②日本航空（JAL）大阪整備格納庫・空港施

設で整備中の飛行機見学、受付カウンター

の体験（12/20、21） 

主催：大阪国際空港周辺地域活性化連絡会 

大阪国際空港雪まつり 1/17、18 平成２８年度 

マチカネくんの出演、ブース出展等による事

業協力 

主催：大阪国際空港雪まつり実行委員会 

    （横手市・横手市観光協会ほか） 

「空の日」エアポート 

フェスティバル 
3/7 平成１１年度 

マチカネくんの出演、ブース出展等による事

業協力 

青森市がブース出展 

主催：関西エアポート株式会社 

 

○令和６年度の取組み 

事業 実施日 開始年度 内容 

空楽フェスタ 2024 5/18 平成２０年度 

マチカネくんの出演、ブース出展等による事

業協力 

主催：関西エアポート株式会社 

「空の日」エアポート 

フェスティバル 2024 
11/9 平成１１年度 

マチカネくんの出演、ブース出展等による事

業協力 

主催：関西エアポート株式会社 

空港こども見学ツアー 
12/8、14、

15 
平成１７年度 

空港関連施設の見学ツアーを実施 

対象：構成７市に在住の小学 3 年生～中学 3

年生とその保護者（※保護者同伴は小学生

のみ）、合計 163 人 
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内容： 

①全日本空輸(ANA)格納庫地区内での格納

見学、空港で働く車両の展示、運航便の庫

お見送り、空港のお仕事教室（12/8） 

②日本航空（JAL）大阪整備格納庫・空港施

設で整備中の飛行機見学（12/14、15） 

主催：大阪国際空港周辺地域活性化連絡会 

大阪国際空港雪まつり 1/18、19 平成２８年度 

マチカネくんの出演、ブース出展等による事

業協力 

主催：大阪国際空港雪まつり実行委員会 

    （横手市・横手市観光協会ほか） 

大阪国際空港 

ぐるっとパスポート 
2 月 平成２４年度 

大阪国際空港と周辺地域をPRする冊子を大

幅に刷新 

発行：大阪国際空港周辺地域活性化連絡会 

 

（２）周辺自治体や航空会社等との連携事業 

大阪国際空港を活かし、地域の活性化につなげていくため、市では従来から、同空港周辺の他の

自治体や関係団体との連携を進めている。 

○令和７年度の取組み 

事業 実施日 開始年度 内容 

空と緑のミュージアム 
5/6、

11/8 
令和元年度 

走井地区内緩衝緑地において、春は一般市民、

秋は箕輪小学校の生徒・保護者向けにイベントを

実施 

主催：空と緑に親しむ会 

ふるさと納税返礼品 

大阪国際空港 

施設見学ツアー 

7/5 令和５年度 

大阪国際空港所在３市（豊中市、伊丹市、池田

市）と日本航空（JAL）が連携し、各市のふるさと納

税返礼品として大阪国際空港施設見学ツアーを

実施 

寄附額：100,000 円／人 

参加人数（3 市合計） 6 人 

ちょこっとオープンフェスタ 9/13 令和７年度 

豊中つばさ公園『ma-zika』の一部開園イベントを

実施 

主催：豊中市 

後援：HARADA 緑と風のエアガーデングループ

（管理運営チーム） 

協力：関西エアポート株式会社、全日本空輸株式

会社、日本航空株式会社、株式会社ジェイ

エア 

第９回大阪国際空港 

就航都市交流会議 

11/27、

28 
平成２５年度 

６空港８自治体、オブザーバー１４機関が参加 

活動報告やグループディスカッション、視察を実施

池田市、伊丹市と協力し会場・視察先を設定 

主催：豊中市 

航空会社・ 

航空乗継利用促進協議会

共同乗継キャンペーン 

1/9～

2/28 
平成２４年度 

キャンペーン期間に国内乗継便を利用した当選

者に大阪国際空港周辺３市（豊中市、伊丹市、池

田市）の特産品を提供 

主催：航空乗継利用促進協議会、日本航空株式

会社、全日本航空株式会社 
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○令和６年度の取組み 

事業 実施日 開始年度 内容 

空と緑のミュージアム 
5/6、

11/9 
令和元年度 

走井地区内緩衝緑地において、春は一般市民、

秋は箕輪小学校の生徒・保護者向けにイベントを

実施 

主催：空と緑に親しむ会 

ふるさと納税返礼品 

大阪国際空港 

施設見学ツアー 

6/22、

9/22、 

3/30 

令和５年度 

大阪国際空港所在３市（豊中市、伊丹市、池田

市）と日本航空（JAL）が連携し、各市のふるさと納

税返礼品として大阪国際空港施設見学ツアーを

実施 

寄附額：100,000 円／人 

参加人数（3 市合計） 

第 1 回：13 人 

第 2 回：16 人 

第 3 回：13 人 

航空会社・ 

航空乗継利用促進協議会

共同乗継キャンペーン 

1/7～

2/28 
平成２４年度 

キャンペーン期間に国内乗継便を利用した当選

者に大阪国際空港周辺３市（豊中市、伊丹市、池

田市）の特産品を提供 

主催：航空乗継利用促進協議会、日本航空株式

会社、全日本航空株式会社 

 

（３）関係団体との連携 

①大阪国際空港及びその周辺地域活性化促進協議会 

大阪国際空港及びその周辺地域の活性化について協議・啓発運動を行い、もって地域の振

興・発展に寄与することを目的とし、活性化に関する講習・講演会の開催や関係当局への陳情

活動などを行っている（令和４年度から活動休止）。 

大阪府下、兵庫県下の市町村の商工会議所・商工会・青年会議所をはじめ、本協議会の趣

旨に賛同する大阪国際空港内及びその周辺事業所等の団体・法人等の会員をもって組織さ

れている。 

 

②航空乗継利用促進協議会 

会員相互の連絡提携により、航空乗継利用に関する周知・利用促進等を行い、もって地域

間の旅客流動の活性化に寄与することを目的とし、航空乗継利用の広報並びに利用促進に関

する事業などを行っている。 

本会の趣旨に賛同する地方公共団体、空港ビル、旅行会社等の関係団体、航空会社など

で組織されている。 

 

３．就航都市との交流・連携 

〇背景 

大阪国際空港を活かし、地域の活性化につなげていくため、市では従来から、同空港周辺

の他の自治体や関係団体との連携を進めてきた。一方で、空港は単独では存在し得ず、航空

路線で結ばれた就航先の空港やその所在都市（就航都市）との関係を考慮せずに単独で発展

することはありえない。これらのことから市は平成２２年度から就航都市と連携し、地域相互の
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活性化の道を探る取組みを始めた。 

〇大阪国際空港就航先都市間交流（トップセールス） 

平成２２年９月から平成２４年２月にかけて、市長が「大阪国際空港及びその周辺地域活性

化促進協議会」や大阪国際空港ターミナル株式会社などの地元団体とともに、大阪国際空港

の就航先など２９空港３４都市（当時）を訪問し、空港の活性化や空港を活かしたまちづくりなど

に関する意見交換を行う「大阪国際空港就航先都市間交流（トップセールス）」を実施。スポー

ツ・文化や事業所等の相互交流、産業・観光に関する相互協力、災害時の相互応援について

意見交換を行った。 

〇大阪国際空港就航都市サミット 

交流と連携の取組みは、豊中市と就航都市だけでなく、それぞれの就航都市の間で進めら

れることも大切であることから、就航都市の首長が一堂に会し、空港の活性化と空港を活かし

たまちづくりについて意見交換し、新たな展開をともに探る機会とするため、「大阪国際空港就

航都市サミット」の開催を企画。平成２４年２月の担当職員によるサミット準備会を経て、同年８

月にサミットを開催し、サミット宣言を採択した。 

（資料№１３ 大阪国際空港就航都市サミット) 

    （１）大阪国際空港就航都市交流会議 

大阪国際空港を活かしたまちづくりを進める取組みの一環として、スポーツ・文化をはじめ、

産業・観光振興、防災・災害時応援など、様々な分野で就航都市間の交流を促進し、地域相互

の活性化と発展に向けて、就航都市と協力・連携を強化していくことを目的としたプラットフォー

ム。  

 

   （２）就航都市交流事業 

トップセールス、大阪国際空港就航都市サミットを契機に、新たに就航都市との交流と連携が

始まり、平成２３年には豊中まつりのスポーツイベントで愛媛県松山市が、物産・観光 PR などで

松山市、島根県隠岐の島町・斐川町（現出雲市）が参加したほか、豊中市農業祭などのイベント

に島根県益田市や福島県須賀川市が物産・観光ＰＲなどで出展するなど、徐々にスポーツや文

化の相互交流が進んでいった。 

また、平成２３年３月の東日本大震災では、宮城県名取市や同県岩沼市、福島県須賀川市、

同県玉川村、平成２８年４月の熊本地震では、熊本県益城町、同県菊陽町を直接訪問して必要

な物資を届けるなど、災害支援を通じた交流も深まっている。 

(資料№１０ 就航先（愛称）と交流都市位置図) 

(資料№１１ 就航先と交流都市一覧) 

こうした取組みを背景に、６市２町１村と「空港で結ぶ友好都市提携に関する協定」、３市３町 1

村と「災害時の相互応援に関する協定」を締結。双方の空港を活かしたまちづくりを一層推進す

るため、文化・スポーツや産業・観光分野での相互協力、災害時の相互応援などの分野で、両

都市の住民等の交流を通じて友好を促進する取組みを始めた。 

（資料№１２ 協定締結都市一覧） 
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○令和７年度の取組み 

事業 実施日 開始年度 内容 

空楽フェスタ 2025 

（就航都市物産事業） 
5/17 令和元年度 

※悪天候のため大幅に縮小して実施 

仙台市、秋田市、豊岡市・但馬空港推進協議会の

ブース出展は実施 

旭川市、千歳市、秋田市、仙台市、豊岡市・但馬

空港推進協議会、隠岐の島町、益田市、大村市 

のブース出展は未実施 

主催：関西エアポート株式会社 

さくらんぼ種飛ばし 

大阪国際空港グランプリ

2025 

6/21 平成２５年度 

コロナ禍で中止になっていた本イベントを６年ぶり

に開催 

主催：東根市 

共催：豊中市 

大阪国際空港夏期便 

PR 事業 
7/4 令和６年度 

大阪国際空港の夏期便の情報を SNS で発信 

豊中市公式 Instagram、X、Facebook 

主催：豊中市 

伊丹＝隠岐線 

就航 50 周年記念イベント 
8/1 令和７年度 

８月の機材大型化と併せて、記念イベント及びお

見送りを実施 

場所：大阪国際空港 

主催：日本航空株式会社 

石見空港運航初便 

歓迎イベント 
8/8 令和６年度 

夏期便の初便利用者に対して、石見空港及び周

辺自治体キャラクターとともに、マチカネくんが出

迎え・見送り 

場所：石見空港出発・到着ロビー 

主催：萩・石見空港利用拡大促進協議会 

就航路線利用促進事業 

（益田市との職員間交流 

事業） 

8/9、10 令和６年度 

益田市からの招待を受け、益田市内にて職員間

の交流事業を実施 

内容：サイクリング、交流会 

主催：益田市 

スポーツ交流事業 

「ござんせＣＵＰ」 

（少年軟式野球） 

8/22～

24 
平成１５年度 

隠岐の島町との少年軟式野球交流試合 

会場：隠岐の島町総合グラウンド、隠岐高校グラ

ウンド、西郷小学校グラウンド 

主催：ござんせＣＵＰ実行委員会 

（隠岐の島町商工観光課） 

須賀川市 

釈迦堂川花火大会 
8/23 平成２９年度 

須賀川市で開催された「須賀川市釈迦堂川花火

大会」に PR 出展し、豊中の魅力を紹介するととも

に、大阪⇔福島便の PR を実施 

主催：須賀川市釈迦堂川花火大会実行委員会 

スポーツ交流事業 

（壮年軟式野球） 
8/30 平成３０年度 

隠岐の島町との壮年軟式野球交流試合 

会場：服部ローズ球場 

主催：豊中豊友少年軟式野球連合 

共催：豊中市 

クラダシチャレンジ 

in 益田市 

8/27～

9/2 
令和５年度 

社会貢献型インターンシップとして、梨の収穫・梱

包、意見交換会を実施 

主催：株式会社クラダシ 

協力：豊中市、益田市 

豊中まつり 2025 

ＷＥＢ豊中まつり 2025 

10/18、

19 
平成２３年度 

須賀川市、出雲市、隠岐の島町、奄美市、和泊

町、福島空港ビル株式会社がブース出展 
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WEB 豊中まつりのサイト内にて、就航都市の観光

情報の web サイトや動画の公開 

主催：豊中まつり推進会 

須賀川市 

松明あかし 
11/8 令和７年度 

須賀川市で開催された「松明あかし」に PR 出展。

豊中の魅力を紹介するとともに、大阪⇔福島便の

PR を実施 

主催：松明あかし実行委員会 

豊中市農業祭 11/22 平成２３年度 

玉川村、益田市、益田地区広域市町村圏事務組

合、菊陽町がブース出店 

主催：豊中市農業祭実行委員会 

第９回大阪国際空港 

就航都市交流会議 

11/27、

28 
平成２５年度 

６空港８自治体、オブザーバー１４機関が参加 

・活動報告 

① 菊陽町の取組みと今後の都市基盤整備 

（菊陽町） 

② 旭川空港の若年層利用促進について 

（旭川市） 

③ 国内線の窮状と課題（ANA） 

④ J-AIR の取組み（J‐AIR） 

・グループディスカッション 

テーマ：「空港及び航空機の利用促進と空港

周辺地域の活性化～国際線の更なる需要喚起

と国内路線の維持・拡大～」 

・視察 

豊中つばさ公園『ma-zika』、カップヌードルミュー

ジアム大阪池田、スカイパーク伊丹 

会場：伊丹市立産業振興センター 

主催：豊中市 

スポーツ交流事業 

（中学生軟式野球） 

11/29、 

30 
令和５年度 

隠岐の島町との中学生軟式野球交流試合 

会場：豊中ローズ球場、二ノ切少年球技場 

主催：豊中市少年野球連合会 

共催：豊中市 

文化交流事業 

「アイヌ古式舞踊」 
3/3 令和７年度 

千歳市のアイヌ古式舞踊の上演とアイヌ民族工

芸品等の販売 

会場：アクア文化ホール 

主催：豊中市 

後援：千歳市 

クラダシチャレンジ 

in 隠岐の島町 
3/9～13 令和５年度 

社会貢献型インターンシップとして、岩ガキの収

穫・箱詰め、意見交換会を実施 

主催：株式会社クラダシ 

協力：豊中市、隠岐の島町 

スポーツ交流事業 

（少年軟式野球） 
3/20、21 平成１５年度 

隠岐の島町との少年軟式野球交流試合 

会場：マリンフード豊中少年野球場、豊中ローズ

球場 

主催：豊中豊友少年軟式野球連合 

共催：豊中市 

友好都市の食材を使用 

した小学校給食の提供 
通年 平成３０年度 

国東市のわかめを使用したメニューを小学校給

食で提供 

主催：豊中市 
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デジタルサイネージ 通年 平成２８年度 
市役所庁舎において、就航都市の観光情報等の

映像を放映 

○令和６年度の取組み 

事業 実施日 開始年度 内容 

スポーツ交流事業 

（中学生軟式野球） 
5/3、4 令和５年度 

隠岐の島町との中学生軟式野球交流試合 

会場：二ノ切少年球技場、スカイランド HARADA

多目的運動場 

主催：豊中市少年野球連合会 

共催：豊中市 

空楽フェスタ 2024 

（就航都市物産事業） 
5/18 令和元年度 

旭川市、青森市、函館市、秋田市、松本市、出雲

市、益田市、隠岐の島町がブース出展 

主催：関西エアポート株式会社 

大阪国際空港夏期便及び

就航都市 PR 事業 
7/1～31 令和６年度 

大阪国際空港の夏期便及び就航都市観光情報

のポスター・チラシの掲示や動画の放映 

場所：豊中市魅力発信コーナー（TIP） 

主催：豊中市 

石見空港運航初便 

歓迎イベント 
8/10 令和６年度 

夏期便の初便利用者に対して、石見空港及び周

辺自治体キャラクターとともに、マチカネくんが出

迎え・見送り 

場所：石見空港出発・到着ロビー 

主催：萩・石見空港利用拡大促進協議会 

就航路線利用促進事業 

（益田市との職員間交流 

事業） 

8/10、11 令和６年度 

益田市からの招待を受け、益田市内にて職員間

の交流事業を実施 

内容：農地見学、夜神楽鑑賞、サイクリング、交流

会 

主催：益田市 

スポーツ交流事業 

「ござんせＣＵＰ」 

（少年軟式野球） 

8/16～

18 
平成１５年度 

隠岐の島町との少年軟式野球交流試合 

会場：隠岐の島町総合グラウンド、隠岐高校グラ

ウンド、西郷小学校グラウンド 

主催：ござんせＣＵＰ実行委員会（隠岐の島町商

工観光課） 

須賀川市 

釈迦堂川花火大会 
8/24 平成２９年度 

須賀川市で開催された「須賀川市釈迦堂川花火

大会」に PR 出展し、豊中の魅力を紹介するととも

に、大阪⇔福島便の PR を実施 

主催：須賀川市釈迦堂川花火大会実行委員会 

スポーツ交流事業 

（壮年軟式野球） 
8/24 平成３０年度 

隠岐の島町との壮年軟式野球交流試合 

会場：服部緑地軟式野球場 

主催：豊中豊友少年軟式野球連合 

共催：豊中市 

第８回大阪国際空港 

就航都市交流会議 
8/29、30 平成２５年度 

６空港７自治体、オブザーバー９機関が参加 

・活動報告 

① 地域と一体になった活動（HAP） 

② 魅力ある空港づくりや脱炭素への取組（KAP） 

③ 旭川空港エリアの魅力（旭川市） 

④ 空港を活かしたまちづくりの取組み（豊中市） 

・グループディスカッション 

テーマ：「観光振興と特産品の PR について」 

「航空機の利用促進について」 
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・視察 

あさひかわ北彩都ガーデン、旭川デザインセンタ

ー、男山酒造り資料館 

会場：旭川市役所 

主催：豊中市 

クラダシチャレンジ 

in 益田市 

8/29～

9/4 
令和５年度 

社会貢献型インターンシップとして、梨の収穫・梱

包、意見交換会を実施 

主催：株式会社クラダシ 

協力：豊中市、益田市 

豊中まつり 2024 

ＷＥＢ豊中まつり 2024 

10/19、

20 
平成２３年度 

隠岐の島町、奄美市、福島空港ビル株式会社が

ブース出展 

WEB 豊中まつりのサイト内にて、就航都市の観光

情報の web サイトや動画の公開 

主催：豊中まつり推進会 

豊中市農業祭 11/23 平成２３年度 
須賀川市、玉川村、益田市、菊陽町がブース出店 

主催：豊中市農業祭実行委員会 

文化交流事業 

「隠岐国分寺蓮華会舞」 
2/23 令和６年度 

隠岐の島町の隠岐国分寺蓮華会舞の上演と物産

販売 

会場：アクア文化ホール 

主催：豊中市 

共催：隠岐の島町 

クラダシチャレンジ 

in 隠岐の島町 
3/3～7 令和５年度 

社会貢献型インターンシップとして、岩ガキの収

穫・箱詰め、意見交換会を実施 

主催：株式会社クラダシ 

協力：豊中市、隠岐の島町 

スポーツ交流事業 

（少年軟式野球） 
3/21、22 平成１５年度 

隠岐の島町との少年軟式野球交流試合 

会場：マリンフード豊中少年野球場、豊中ローズ

球場 

主催：豊中豊友少年軟式野球連合 

共催：豊中市 

函館空港就航路線 

PR 事業 

6/22、23 

3/15、16 
令和３年度 

函館空港内の就航都市 PR 展示コーナーにおけ

るポスター・チラシの掲示や動画の放映 

主催：函館市 

福島空港関西万博 2025 

カウントダウン PR 事業 
通年 令和４年度 

福島空港内の大阪国際空港所在市 PR コーナー

におけるパンフレットの設置 

主催：福島空港ビル株式会社 

友好都市の食材を使用 

した小学校給食の提供 
通年 平成３０年度 

旭川市の米粉、国東市のわかめを使用したメニュ

ーを小学校給食で提供 

主催：豊中市 

デジタルサイネージ 通年 平成２８年度 
市役所庁舎において、就航都市の観光情報等の

映像を放映 

 

（その他） 

・奄美まつり舟こぎ競走大会における豊中市長賞の授与（平成 25 年度～令和元年度、令和 5 年度～ 

令和 7 年度） 

・せんちゅうパルで開催する「奄美の観光と物産展 in 大阪」に対する後援 

（平成 26 年度～平成 30 年度、令和 3 年度～令和 5 年度） 
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